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【ホセ・ムヒカ　伝説の感動スピーチ】
やはり今一度 Rio+20地球サミット2012（国連

持続可能な開発会議）でのムヒカ氏のスピーチ全文
を掲げます。紙面の関係で少々詰めて記載します。

この場に出席されている世界各国の代表の皆さ
ん、ありがとうございます。／お招きいただいたブ
ラジル国民、そして大統領閣下に感謝します。／こ
れまでに発言された全ての方々が表明された誠意に
も大いに感謝いたします。／いち国家指導者として、
貧しい人々のための取り決めづくりに仲間として共
に参加することを表明いたします。／しかし私たち
にもいくつか声高らかに質問をすることをお許し願
いたい。／今日の午後ずっと、私たちは「持続可能
な発展」と「膨大な数の貧困者対策」を話し合って
きました。／けれど、私たちの本音は何でしょう？
／今の発展を続けることが本当に豊かなのでしょう
か？／質問させてください。／もしドイツ人がひと
家族ごとに持っているほどの車を、インド人もまた
持つとしたら、この地球はどうなってしまうので
しょう？／私たちが呼吸できる酸素は残されるので
しょうか。／もっとはっきり言いましょう。／例え
ば、最も裕福な西側諸国と同じようなレベルで、70
億、80億の人々に消費と浪費が許されるとしたら、
それを支えるだけの資源が今の世界にあるのでしょ
うか？／それは可能なのでしょうか？／それとも別
の議論が必要ですか？／今のこの文明をつくったの
は私たちです。／私たちは市場と競争社会から、文明
という落とし子を生み出し、物質面での驚異的な進
歩をもたらしました。／そして市場経済は市場社会

をつくりだし、それを世界規模に拡大してしまいま
した。いわゆるグローバリズムです。／そのグローバ
リズムを、私たちはコントロールできていますか？
／逆にコントロールされてはいないでしょうか？／
こんな残酷な競争で成り立つ社会で、「みんなで世
界を良くしていこう」なんて議論が、本当にできる
のでしょうか？／私たちは本当に仲間なのですか？
／私は今回の会議を否定するために言っているので
はありません。／違います。逆です。／我々が今挑
戦しようとする目の前の巨大な困難は、決して環境
問題ではなく、明らかに政治の問題なのです。／人
類は今消費社会をコントロールできていない。／逆
に人類のほうがその強力な力に支配されているので
す。／我々は、発展するためにこの地球上にやって
きたのではありません。／幸せになるためにやって
きたのです。／人生は短く、あっという間です。／
しかし、その人生こそが何より価値あるものなので
す。／余計なものを買うために、もっともっとと働
いて人生をすり減らしているのは、消費が「社会の
モーター」となっているからです。／なぜなら消費
が止まれば経済がマヒしてしまい、経済がマヒすれ
ば不況というお化けが我々の前に姿を現します。／
しかし今この行き過ぎた消費主義こそが、地球を傷
つけ、さらなる消費を促しています。／商品の寿命
を縮め、できるだけ多く売ろうとする。／今の社会
は1000時間もつような電球はつくってはいけない
のです。／本当は10万時間、20万時間ももつ電球
はあるのに、そんなものはつくらない。／なぜなら
我々はもっと働き、もっと売るために、「使い捨て
文明」を支える悪循環の中にいるからです。／これ
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は政治問題です。／我々は今までと違う文化のため
に闘い始めなければならない。／石器時代に戻ろう
とは言っていません。／このままずるずると消費主
義に支配されるわけにはいかない。／私たちが消費
主義をコントロールしなければならないと言ってい
るのです。／ですから私は、これが政治問題だと言
いました。／とても謙虚な思いからです。／かつて
の賢人たち。エピクロスやセネカ、そしてアイマラ
人たちは次のように言っています。／「貧しい人と
は少ししかものを持っていない人ではなく、もっと
もっとといくらあっても満足しない人のことだ」と。
／大切なのは、『考え方』です。／だからこそ、皆
さんと共にこの会議に参加し、国家指導者として、
皆さんと共に努力したいのです。／私の発言は皆さ
んを怒らせるかもしれない。／しかし気づかなくて
はいけません。／「水問題」や「環境の危機」がこ
との本質ではないということです。／見直すべきは
我々が築いてきた文明の在り方であり、我々の生き
方です。／なぜそう思うのか？／私は環境に恵まれ
た小さな国の代表です。／人口は300万人ほど、い
やぁ、もうちょっと320万人ほどしかいません。／
けれど世界で最もおいしい牛が1300万頭、また素
晴らしい羊が800万から1000万頭。食べ物、乳製
品、そして肉の輸出国です。／国土の90% が有効に
使えるほど豊かな国なのです。／だからかつて私の
仲間たちは８時間労働のために闘い、ついには６時
間労働を勝ち取った人もいます。／しかしそうなっ
たら今度は仕事を２つ持つようになりました。／な
ぜか？たくさんの支払いがあるからです。／バイク
やマイカーのローンを次から次へと支払っているう
ちに、私のようなリウマチ持ちの老人になって人生
が終わってしまう。／そして自分に問いかけるので
す。これが私の一生だったのかと。／私が言ってい
るのは基本的なことです。／発展は幸せの邪魔をし
てはならない。／発展は「人類の幸せ」「愛」「子育
て」「友達を持つこと」、そして「必要最低限のもの
で満足する」ためにあるべきものなんです。／なぜ
なら、それらこそが一番大事な宝物なのだから。／
環境のために闘うのなら、一番大切なのは、人類の
幸せであることを忘れてはなりません。／ありがと
う。

【ムヒカ氏の言葉　その真意は】
政治家としてムヒカ氏の評価は分かれます。例え

ば大麻・同性婚・妊娠中絶の合法化。教育改革、大
土地所有者への新課税等々遂行できなかったものも
残され、一部は現在も批判の対象にもなっていま
す。一例を紹介すると、「ばらまき政策」と批判され
る「プラン・フントス」。貧困層向けの住宅建設プロ
ジェクトで、なんと彼がこの建設作業に参加して汗
を流している場面を見た方もいたそうです。一貫し
ているのは社会的弱者・少数派支援への変わらぬ姿
勢。少なくともその意味でウルグアイ社会の「段階
的発展」改革の１段、２段を積み上げてきたと言え
るのではないでしょうか。

資本主義的発展、必然としてのグローバリズム。
その過程は当初「神の見えざる手」に委ねられ、ケ
インズのフォローで一休み、そして新自由主義の名
のもとにタガを外した。勿論神等いない。地球規模
の自然破壊に直面、至上課題となった今、再び「気
候ケインズ主義」の登場だが、疑問符はつく。社会
の上部構造、国家レベルでの政治はそのガバナンス
を発揮できない。下部構造たる経済へのアプローチ
はさらに困難を極める。何よりポスト資本主義社会
改革の担い手である人々の立ち上がり、広がりは成
熟し切れず。このまま資本主義社会は「成長」「開
発」を宿命的に追求し続ける。しかし成長は自然破
壊の同義語となった現在、ムヒカ氏がメンタリティ
の改革を呼びかけるようであるが、故あることでは
ないのか。また、彼が「文明」という抽象語を用い
て経済システムから遠い言葉遣いをしているのは何
故か、何らかの配慮がはたらいていると思われる。
あるいは中道左派政治家としての限界か。
【私が代弁しよう①】

「発展」「豊かさ」「グローバリズム」について
彼はＳＤＧｓではなくＤを除くべきだと言ってい

るのだ。
資本主義における「開発」「成長」の意味を分かり

やすくするために引用する。新自由主義のリーダー
格、ミルトン・フリードマンの言葉で表すなら「企
業の唯一の社会責任は利益を上げることである」と
いうこと。そしてそれは行き着くところまで行く。

「ショック・ドクトリン」を著したナオミ・クライ
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ンは言っただろう。政変、テロ、自然災害などの
「ショック」を利用して、民衆が混乱している間に、
ネオリベラリズム（新自由主義）的な政策を強行す
る「惨事便乗型資本主義」（「惨事活用資本主義」）さ
え粛々とすすめられるのだと。このしたたかさこそ
あらゆるものを商品化する資本主義の姿である。こ
れがＤの実態。

閑話休題。ムヒカ氏の大量生産・大量消費、消費
社会の指摘に話を戻そう。グローバリズムは昨今政
治家らが是非を宣うが、まず、この必然性を論じて
おきたい。資本主義はより安価な労働力、殆ど無償
とも言える自然資源こそを求める。それは「開発」

「成長」利潤追求を至上課題とするなら当然である。
仕入れ最低額、低賃金、低価格商品の実現、世界を
市場とする販路、涎が出そうなシナリオである。そ
して「豊かな」モノに溢れかえるこの恩恵を享受し
ているのは、主に私たちグローバルノースの国々の
人々である。

ここで看過してならないのは、繰り返しになるが、
グローバルサウスからの搾取あるいは犠牲の上に成
り立っているグローバルノースの「豊かさ」である。
それは人の人による搾取のみならず自然、資源にお
いても同様である。

ファストファッションの犠牲となった2013年の
ラナ・プラザ崩落事故（1,134人以上が死亡、2,500
人以上が負傷）でこの構図が白日の下にさらされる
こととなったのは忘れてはならないだろう。従業員
の月給は、約40ドルから107ドル（当時のレート
で約4,000円から11,000円程度）

スーパーフード「森のバター」アボガドの消費も
同様の構造となっており、大量の水を必要とする生
産現場では深刻な水不足、土壌の劣化、森林破壊、
空輸に伴う CO2等が問題視されている。

リチウムは今や電気自動車をはじめとし利用範囲
が拡大しているが、こちらも大量の水を使用し、採
掘及びその他の過程で大量の CO2を発生する。ちな
みにチリのアタカマ砂漠では、リチウム採掘のため
に毎年数百万リットルの淡水が使用されるという。

私たちグローバルノースの大半の者は生産の現場
を不可視化された状態で日常を送り、思考の埒外に
おく。

私たちは見、聞き、考えるのだ。
〔エピソード１〕

日本における沖縄の存在のように例えるのは些か
違和感があるが、1995年修学旅行引率の折、事前
の平和学習で米兵による少女暴行事件に端を発する

「沖縄県民総決起大会」が９万人規模（県民の約７％）
で行われていたことを、「沖縄タイムズ」・「琉球新
報」で知り、ビックリ。ちなみに2024年12月22
日沖縄で米兵による性暴力事件が相次いでいること
に抗議する「県民大会」が沖縄市の沖縄市民会館で
開かれた。1995年の少女暴行事件を受けた県民総決
起大会の際に当時の高校生がスピーチした「軍隊の
ない、悲劇のない、平和な島を返してください」を
引用。「あれから30年近く経っても何一つ変わらな
い現実に、私たちも同じことを言いたい」と訴えた
そうだ。恐縮ですが、このこと知っていましたか？
〔エピソード２〕

かつてベトナムで戦争があった。1960年代後半、
私が小学生の頃、中日新聞で来る日も来る日も「北
爆」等が大々的に報道されていたことを記憶してい
る。食べ物不足で人の排泄物を魚の餌にし育てて食
料としている等のエピソードを家族で共有したこと
も覚えている。当時はＴＶでも雑誌でも動画、写真
でその悲惨さが報道されていた。この戦争は「リビ
ングルーム・ウォー」とも呼ばれ、テレビを通じて
一般家庭のお茶の間に戦争の映像が直接届いた初め
ての戦争であった。戦場の悲惨な映像や兵士の死、
民間人の被害などが日常的に報道され、世論に強い
影響を与えた（その後徐々に規制が入るのだが）。
これが反戦運動の高まりにもつながったとされてい
る。そして、アメリカは全世界の反戦世論の中で敗
北したのである。これは間違いなく一つの教訓であ
る。ジャーナリズムの与える力を見るべし。
【可視・不可視】

繰り返す。私たちは見、聞き、考えるのだ。
このことは地球環境破壊でも同じなのだ。ただ厄

介なことがもう一つある。時間的な問題である。長
大な時の流れは日常とはかけ離れてゆく。よくカエ
ルの例が引き合いに出される。茹でガエルの法則

（Boiling Frog Theory）である。急激に熱湯に入れ
られたカエルは驚いてすぐに飛び出す。一方、徐々
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に温度が上がる水にいるカエルは変化に気づかず、
逃げるタイミングを失い、最終的に茹で上がってし
まう。緩慢な変化は危機感を持ちにくく、気づいた
ときには手遅れになる可能性があるのだ。今後「今
年の夏は暑かった」と言う言葉は常套句となり、何
年か後「2025年なんかは40度を超えることが少な
くて涼しかったねぇ～」となる。

この可視という単純な事柄が極めて重要なのだ。
単純は明快とワンセット。「メラビアンの法則」では
視覚55％・聴覚38％・言語７％。別の指標では視
覚83％という高率も示されている。不可視化された
ことは「存在しない」こととなる。また、すすんで

「見たくない」という意志までセットになる。不都合
なことは見ない、聞きたくない。しかし危機は確実
に進行してゆく。そして何が進行するのか、このよ
うな言葉がある「洪水は我が隣人に来たれ」、勿論
フランス王ルイ15世の愛人ポンパドゥール夫人が
言ったとか言わなかったとか「洪水は我が亡き後に
来たれ」のもじりだが、「我」は１％の富裕層、「隣
人」は99％の貧困層その他。地球環境破壊がどうす
すもうとも富裕層は最後の最後まで地球・自然から
の恩恵はその財力で確保し、貧困層その他は地球環
境破壊の「洪水」の被害者となるということである。

ムヒカ氏はここで触れなかったが補足すべきこと
がある。彼は別の折のスピーチで明確に述べている。
軍事費である。2024年の資料で全世界トータルで
約２兆7,000億ドル（約383兆円）。１日に１兆円以
上が「浪費」されている。この愚。この金額は10年
以上増加し続け過去最高額を更新している。SIPRI

（ストックホルム国際平和研究所）この件は私はノー
コメントでよいでしょう。この愚。
【私が代弁しよう②】

「今までと違う文化のために闘い始めなければな
らない」について

1991年以降ネオリベラリズムが私たちの物心を

浸食している。ネオリベラリズムはコモンの商品化
を主軸として、「小さな政府」・「民営化」・「規制緩
和」・「競争原理」をキーワードする政治経済の政策
であり、徐々に各分野に切り込んできた。労働分野
では働き方の多様化、いや流動化だ。非正規雇用、
派遣、フリーランス etc. 内田樹氏はコモンであるべ
き「教育の商品化」に憤慨している。だが、ネオリ
ベラリズムが変えたのは、社会の仕組みだけではな
かった。それは人間の魂を、あるいは感性をも変え
てしまったのであり、ひょっとするとこのことの方
が社会制度の変化よりも深刻、重要なことという気
さえする。これは一つのもはや世界観であり文明、
文化なのだ。「勝ち組・負け組」、「自己責任論」等
はどれほどスルリと日常の言葉になり得ていること
か。人間関係、人間理解すらねじ曲げてゆく。この
件は機会あれば別に言及したい。
【私が代弁しよう③】

「見直すべきは我々が築いてきた文明の在り方」
さて、視点を遠因を追う方向にうつしたい。ムヒ

カ氏が曖昧にした点である。
2008年リーマンショックは資本主義社会を震撼

とさせた経済恐慌であった。誰が言ったか「恐慌の
ことはマルクスに聞け」と。彼は資本主義そのもの
を問わない既存の経済学を根本的に批判し、いかに
して資本主義的生産様式が今あるように成立してい
るのかを根底から把握し、変革の可能性と条件を明
らかにしたからだ。資本主義経済システムの見直し
こそがムヒカ氏の示唆である。彼の言葉は「脱成長」
を呼びかけているのだ。その言葉は極めて穏便であ
る。そして喫緊の課題、地球環境破壊の課題とセッ
トになっている点が出色。これは近年ベストセラー
になった斎藤幸平氏の「人新世の資本論」と軌を一
にするものである。（以下次号。もう少し核心に迫り
たいと思います）
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講演の概要
　言葉の力で人を励ましやる気を引き出す「ペップ
トーク」の重要性と実践方法を伝えることが話され
ました。

■ペップトークとは
・「PEP」とは元気・活気
・相手のやる気を引き出す、前向きな言葉がけ
・アメリカのスポーツ現場で発展した、試合前の激

励スピーチが起源

■理論的背景
・脳科学：言葉が脳にイメージを与える（例：「ミス

しないで」→ミスのイメージ）
・心理学：言葉によって心の状態が変化する
・成功循環モデル（ダニエル・キム氏）：関係の質 

→ 思考の質 → 行動の質 → 結果の質の好循環を

生む

■ペップトークの構成（4ステップ）
１．受容：相手の状況や感情を受け止める
２．承認：あるもの（努力・思い・仲間など）を

認め、ポジティブに転換
３．行動：してほしいことを具体的に伝える（否

定形ではなく肯定形）
４．激励：背中を押す言葉で締めくくる（例：「君

ならできる！」）

■実例紹介
・立命館大学アメフト部監督の熱いペップトーク
・大谷翔平選手の WBC 決勝前の爽やかなペップ

トーク
・小学生の姉が弟に使ったペップトークの成功例

2025年2月14日名刺交換会　講演

演題：たった1分で相手のやる気を引き出す言葉の力 「PEP TALK」
講演者：浦上　大輔 氏 

（一般社団法人日本ペップトーク普及協会専務理事、一般社団法人日本朝礼協会理事）
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■実践と応用（会場ワークショップ）
・参加者同士で「最近あった良かったこと」を共有

し、承認の練習
・「ありがとう」を増やす習慣（「すみません」→「あ

りがとう」へ）
・自分自身を励ますことの重要性（シャンパンタ

ワーの法則）

■ペップトークによる企業変革事例
・H 株式会社：体育会系の厳しい社風から、ペップ

トークを導入し、社員の主体性・関係性・採用力
が向上

・取り組み：定期研修、価値観共有、職場環境整備、
DX 推進など

■結び
・ペップトークは、個人のやる気を引き出すだけで

なく、組織文化を前向きに変える力がある
・「ありがとう」の気持ちを持ち、相手の存在・行

動・結果を承認することが、良い関係性と成果に
つながる
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講演の概要
コーチングの本質と「問いを持ち続ける力」の重

要性について、実体験を交えながら語られました。
講演は、参加者との対話を重視し、問いかけを通じ
て自分自身と向き合う時間でした。

本講演では、「すぐに答えを出さない力 〜コーチ
ングに学ぶ、人を育てる問いのあり方〜」をテーマ
に、現代におけるリーダーシップと対話の質につい
ての探求が行われました。AI や検索技術が発達し、
あらゆる問いに瞬時に答えが提示される時代におい
て、私たちは便利さの裏側で「わからない状態に耐
えられない」という傾向を強めています。しかし、
人生や組織の根幹に関わる問いほど簡単には答えが
出ず、不確かな「グレー」の領域にとどまることが
求められます。

講演では、正解が存在しない問いに向き合う姿勢
の重要性が紹介されました。現代は「予測可能な未
来を信じて突き進む時代」ではなく、複雑性が高ま
り、白黒で判断できない状況が増えています。その
中で、無意識のうちに「〜すべき」「〜でなければな
らない」といった白黒思考に縛られることで視野が
狭まり、柔軟な発想や他者理解が阻害される点が共
有されました。

そこで取り上げられたのが、詩人ジョン・キーツ
が提唱した「ネガティブ・ケイパビリティ」です。
曖昧さや不確かさの中にあえてとどまり、結論を急
がず問いを持ち続ける力を指し、コーチングにおい
ても重要な役割を果たす概念であると紹介されまし
た。答えを与えるのではなく、問いかけと対話を通
じて相手自身の中に眠る可能性を引き出す支援のあ

2025年6月27日　2025年度定期総会 記念講演会

演題：「すぐに答えを出さない力」～コーチングに学ぶ、人を育てる問いのあり方～
講演者：奥野　雄貴 氏 

（一般社団法人 国際コーチング連盟日本支部 代表理事／ ARUKUKI 株式会社代表取締役）
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り方が示されました。
また、参加者同士が「自分の中の『べき思考』を

書き出すワーク」や、「すぐに答えを出したくなる衝
動と、その背後にある前提に気づくワーク」に取り
組む時間が設けられました。これらの体験を通じて、
多くの参加者が、自らの判断を支える価値観や思い
込みに気づき、「グレーの幅を広げる感覚」を共有し
ました。曖昧な状態を否定するのではなく、その中
にこそ可能性があることへの気づきが、対話や学び
の質を高める第一歩となることが示されました。

さらに、Google 社の「プロジェクト・アリストテ
レス」が示すように、生産性の高いチームには「心
理的安全性」が欠かせないことにも触れられました。
答えが出ていない段階でも安心して意見を述べられ
る状態が重要であり、これはネガティブ・ケイパビ

リティを土台とした関係性の力に支えられていると
いう指摘がありました。

講演の終わりには、講師自身がコーチングとの出
会いを通じて白黒思考を手放し、問いとともに生き
る姿勢に救われてきた経験が共有されました。最後
に、「今、皆さまの中にどのような問いが生まれてい
るでしょうか」という問いが投げかけられ、講演が
締めくくられました。

本講演が、参加者にとって、すぐに答えを求めす
ぎず、問いを大切にしながら他者と向き合う姿勢を
見つめ直すきっかけとなれば幸いです。
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新規会員紹介

株式会社エイブル

株式会社ARUKUKI

全物件仲介手数料が家賃の50%

50年以上歴史ある全国約800店
の店舗ネットワークを基盤に法人様
向けサービスをお届けいたします。
エイブルの法人様窓口としてお部
屋探しだけでなく、社宅管理事務
代行、引越しの手配、事業用不
動産のご相談など幅広いご要望
にお応えしています。
お取引先は上場企業含む様々な
業種の企業から官公庁・政府関連
企業、学校・医療法人と多岐にわた
ります。お気軽にお問合せください。

社宅斡旋管理サービス

㈱エイブル
中区栄3-17-17 エイブルビル2F
▶TEL：06-6361-0301
▶担当：中川（法人営業部）
▶Email：kinkihoujin@able.co.jp

「社宅コスト」「社宅コスト」
見直しませんか？見直しませんか？
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今年もやります！　宮本ゼミ バスツアー企画第３弾‼
愛知東邦大学宮本ゼミ × JR東海バス 産学連携プロジェクト

　「今年はやるの？」と思っていた皆さん、お待たせしました！　今年もやります！　経営学部の宮本ゼミと
JR 東海バスとのプロジェクトも今年で３年目。今回は、テーマの異なる２種類のツアーを企画しました。

① “春日井の魅力 ”応援ツアー
春日井といえばサボテン。食べられま

す！また独創的な木材加工で大阪万博にも協力した企業の
見学も実施。一日で春日井の産業の魅力を堪能できます。

②心とおなかを満たしつくすダム！
　ダム！八百津！ダムツアー

見どころは “ ダムに沈むダム ”。建設中の新丸山ダムと、
完成後にダムに沈む現丸山ダムを見学。今しかできない、
かなりレアなツアーです。オリジナルダムカードの配付も
予定。勿論ダムカレーも食べます！

今年も私達学生がバスガイド。皆様の参加をお待ちしております‼（経営学部３年 折戸慧希）

実施予定日：
２/27、３/６

実施予定日：
３/12、３/16

会報誌『みどりの風』掲載原稿の募集
　日頃より本会の諸活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。
　現在、会報誌は年に２回、８月と２月に発行しております。皆様にご寄稿いただきたくお願いいたし
ます。また、表紙を飾る写真・画なども同時に募集しております。
　皆様是非、原稿や表紙の写真等をお寄せください。
　次回のテーマは、東邦さらなる 100 年への思い
　　　　　Ａ．私と東邦学園　　Ｂ．学生・生徒への期待　　Ｃ．素晴らしい出会い
　ホームページの方でもご案内させていただいております。

お問い合わせ先　　フレンズ・TOHO 事務局（担当：山田・齋藤）
〒 465-8515　名古屋市名東区平和が丘 3-11

TEL　052-782-1954　　FAX　052-781-0931
E-mail　friends@aichi-toho.ac.jp

東邦学園の法人公式ホームページをぜひご覧ください
　2017 年からスタートした法人公式ホームページをご覧いただいていますか。愛知東邦大学、東邦高
等学校の news ＆ information は、最新ニュースはもとより、過去の記事のアーカイブを手軽に見る
ことができます。
　学園広報誌「東邦キャンパス」は 142（2025 年 8 月）号から電子配信となりましたので、この法人
公式ホームページでご覧いただくことができます。
　2023 年 12 月に行われた東邦学園 100 周年記念事業のページもありますので、ぜひご覧ください。
　法人公式ホームページは「東邦学園」で検索できます。　　https://www.toho-gakuen.jp/

お申込みは
こちらから➡
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誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

編集後記
　今回号には元フレンズ・TOHO事務局長の村田悟様より 59号に引き続きご寄稿いただきました。次回定期総会の予定
は 6月 19日（金）でございます。よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局）

事務局からのお知らせ
2026年度フレンズ・TOHO定期総会のお知らせ

2026年6月19日（金）名古屋ガーデンパレス

記念講演会　講師　上条　厚子 氏
（NPO 法人ママライフバランス代表理事）　　　　　

演題　「家庭でも職場でも共育（トモイク）が必要な理由
〜のべ2万人以上の育児支援実績から分かったこと〜」

上条厚子氏プロフィール
厚生労働省共育 共育（トモイク）プロジェクト 推進委員
名古屋市男女平等参画推進委員

1981年生まれ 名古屋市出身 2児の母。「子どもはかわい
い」けど「子育てがしんどい」状態（産後うつ）を経験し、

「ちゃんと」よりも「自分らしく」子育てできるパパ・ママ
を増やすために2016年に子育てセミナー講師として起業。
2020年に NPO 法人化し、現在は、のべ2万人以上の育児支
援実績をもとに開発された法人向け研修「親のがっこう」で
男性育休・女性活躍推進を軸に、社員の両立を支援し、人的
資本経営をサポートするプログラムを提供している。


